
　

特２０

青森県立むつ養護学校

 知的 ・ 肢体

令和４年１月２５日（火）

令和３年２月３日（木）
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番号 （6）具体的方策 （7）具体的方策による目標の達成状況
（8）目標
の達成度

1

①主体的・対話的で深い学び
　の視点を踏まえた教育活動
　の実施
②感染症対策及び医療的ケア
　の全校体制での確実な実施

おおむね達成
・日々の授業の中で、児童生徒が自ら考
　え、進んで取り組むための工夫した実
　践が見られた。
・「本校の新型コロナウイルス感染症に
　関する学校運営ガイドライン」を教職
　員で共有し、必要に応じて改訂し、対
　策の徹底に努めた。
・緊急時対応訓練を延べ４回当該学部職
　員を中心に実施し、校内体制の整備を
　進めた。

Ｂ

・個々の実態や発達の段階を踏まえ
　るとともに、学年や学部間の連続
　した学習内容を設定する。
・教職員の危機管理意識を高く保ち
　ながら、保護者や関係機関との共
　有や周知を行う。
・最新の情報をもとにしたガイドラ
　インの見直しや研修会を適宜実施
　する。

（9）-ア　学校関係者からの意見・
要望・評価等

自　　　己　　　評　　　価 学校関係者評価

（10）次年度への課題と改善策

　児童生徒個々の思いや願いを達
成するために保護者や関係機関等
の連携を図るとともに、医療的ケ
アの適切な運用と充実させるため
取組を継続するとともに、専門性
の向上に努めてほしい。
　ひとりひとりの発達の段階に応
じて学びの課程を大切に指導して
いることが、成長につながってい
るため、継続して取り組んでほし
い。

児童生徒一人一人の教育的
ニーズに応じた指導の展開

   小学部２７名、中学部１７名、高等部４９名、計９３名が在籍し、そのうち１８名が隣接するはまゆり学園に在園している。認
可学級は２２学級であるが、指導学級として編成している２０学級のうち１２学級が重複学級となっており、障害の重度重複、
多様化が進んでいるほか、高等部在籍数も増加傾向にあることから、児童生徒一人一人に応じた指導の更なる充実が求め
られている。また、昨年度から引き続き、新型コロナウイルス感染症対策に努めていく必要がある。
　 むつ下北地区唯一の特別支援学校であることから、就学や教育などに関する学校や保育所等、市町村教育委員会への
支援のほか、移行支援に関する施設や事業所との連携について、更なる充実が求められている。

児童生徒一人一人の障害の状態や特性に応じて、資質・能力の育成をめざし、自立と社会参加の達成を図る。

キャリア発達を促す指導の充実

地域と連携・協働した活動の推進（3）重点目標

（1）学校教育目標

情報化に対応した活動の推進

生涯スポーツの振興

（9）-イ　学校関係者評価委員会の構成

（様式１）

学 校 名

自己評価実施日

学校関係者評価実施日

（2）現状と課題

令和３年度　学校評価結果報告書（特別支援学校用）

学校整理番号

・学校評議員６名（施設関係者４名、企業関係者１名、地域
住民１名）
・保護者（ＰＴＡ会長）１名
・計７名

対象障害種別

（5）評価項目

（4）結果の公表

・令和４年２月４日（金）、１０日（木）、１６日（水）に開催した学部ごとの参観日において、学校評価の結果の
　説明及び要望事項への回答を行った。
・令和４年２月３日（木）に開催した学校評議員会議にＰＴＡ会長にも出席いただき、教職員による年度末反省、教
　職員による自己評価や保護者アンケートの結果を説明するとともに、学校関係者評価を行った。
・来年度４月に行われるＰＴＡ総会において、令和３年度学校評価結果報告書等の説明を行うとともに、同内容を学
　校ホームページにて公開する。

児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた指導の展開



2

①児童生徒の思いや願いを踏
　まえた指導の展開
②自立と社会参加をめざした
　指導内容の整理と指導方法
　の工夫

おおむね達成
・児童生徒の思いや願いを踏まえた学習
　活動を教師間で話し合うなど日々の授
　業実践が見られた。
・児童生徒が、様々な活動場面で自立と
　社会参加につながる取組の姿が見られ
　た。

Ｂ

・ひとりひとりの障害の状態に加え
　思いや願いを的確に捉えた授業実
　践を継続する。
・学びが校内に留まらず校外での学
　びにつなげられるような指導内容
　の設定や工夫を図る。

3

①地域の人材や資源を活用し
　た指導の展開
②交流及び共同学習の計画
　的・組織的な実施

おおむね達成
・外部専門家と体験的に学ぶ機会を設定
　したことで、児童生徒が意欲的に活動
　に取り組む姿が見られた。
・居住地校交流において、リモート交流
　から対面交流と段階的な取組を進めら
　れた。また、来年度から全県実施とな
　る交流籍を踏まえ、本校独自の実施マ
　ニュアルを作成できた。

Ｂ

・外部専門家による指導助言を得る
　機会のほか、教職員同士が学び合
　う活動を実施する。
・マニュアルを検証、改善を図りな
　がら実施する。

4

①ＩＣＴを活用した指導の展
　開
②保護者や関係機関等と連携
　した活動の実施

おおむね達成
・授業において職員のＩＣＴ活用ばかり
　ではなく、児童生徒が一人一台の情報
　端末を活用して、学習する姿が見られ
　た。
・ホームページにおいて児童生徒の学習
　の様子を毎日更新し、閲覧数が６７万
　件達成された。

Ｂ

・ＩＣＴに関連させた校内研究によ
　る専門性の向上の機会を設定する
　ほか、教職員間の意思疎通を促進
　する取組を進める。
・ホームページの閲覧の傾向を分析
　し、掲載内容や方法など情報発信
　の工夫を図る。

5

①各種スポーツ体験（やる、
　見る、関わる）の拡大
②校内外の諸大会等への参加

おおむね達成
・小学部では体育の授業にボッチャを取
　り入れたり、中学部と高等部が連携し
　競技を進めたりなど全校で取り組む姿
　が見られた。
・教職員対象にパラリンピックスポーツ
　の研修会を、年２回実施したことによ
　り、職員の指導の充実につながった。

Ｂ

・校内大会及び校外の諸大会、授業
　等において機会を設けるなど、ス
　ポーツへの関心を高める取組を工
　夫する。
・パラリンピックスポーツに関する
　職員の研修機会を継続することで
　職員の専門性の向上を図る。

（11）総括

　教職員による年度末反省では、学校経営の重点として設定した５項目のうちほとんどがＢ評価であり、予定通り達成できた。
　保護者及び教職員ともに評価点４及び３の項目が８割以上であることから、今年度の教育活動についておおむね良好な評価をいただいており、引き続き教育活動を充実させ
ていく必要がある。
　教職員と保護者の双方で「地域に開かれた学校づくり」や｢学習活動の情報提供｣の項目評価が高かったことから、引き続き児童生徒の思いや願いを大切にした教育活動に取
り組むと同時に、様々な機会を捉えて学習の成果を披露、発信していく必要がある。
　学校運営については、新型コロナウイルス感染症対策を徹底すると共に、各学部の行事等の見直しや各分掌における業務内容の整理を進め、教職員の業務改善に努めていく
必要がある。

　国内においてオリンピックやパ
ラリンピックに関連する競技の盛
り上がりを感じる。学校において
も様々な学習機会の中でで取組を
進めてほしい。

生涯スポーツの振興

　様々な学習場面において、でき
ることを探り、指導を積み重ねて
いくことで成長を促しており、こ
れまでの取組を継続するとともに
更なる指導の充実に努めてほし
い。

キャリア発達を促す指導の
充実

地域と連携・協働した活動
の推進

　居住地校交流や学校間交流など
将来を見据えた活動になっており
継続して取り組んでほしい。
　地域との交流活動の更なる充実
に努めてほしい。

　地域との連携や児童生徒の学習
の充実を図るために、ＩＣＴの活
用はとても有効であり、先進的に
進めている他校の実践を参考に積
極的に取り組んでほしい。また、
学校内に留まらず、家庭への発信
も進めてほしい。

情報化に対応した活動の推
進


